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歯 石 の 臨 床 細 菌 学 的 研 究

金沢 大 学 医学部歯 科Ll 腔 外科学講座 く主任 二L山本悦秀教授I

仲 井 雄

く平成 1 年 1 月1 8 日受付1

歯石の 細 菌牽 を明 ら か に し
，

口 腔内感染症お よ び 菌血 症 と の 関連性 を検 索す る た め
． 歯石 中の 細

菌の 分離 を 行 い
，

か つ 分離 薗株の 抗生物質感受性 に つ い て 検討 し た ． ま た ， 高頻 度分 離菌 株 に 関 し て

は ， 家兎の腹 部で 皮内反応 を 行 い
，

その 病原性 に つ い て検討 し た ， 菌分 離法 に 関 す る 実験 結 果 に 基ず

き ， 玉 井 ． 福田 くT a m ai － F u k u d a
，
T Fl 培地 を用 い

， 増薗培養時 間 を48 時間と す る こ と に よ り歯石 よ り薗

の分離 を行 っ た ． 歯石203 症例 を検索 し た結 果， 好気性菌単独 分離例21 例 ， 残 りの182 症例 は好気性菌 と

嫌気性菌の 混合分離例で あ り
，
妖気性菌 の 単 独分離例 は な か っ た ． 総分 菌離株7 4 1 株 中，

好 乳性菌393

株 ， 嫌気性菌34 8 株で
，
嫌気性菌 の 分離 率は4 7 ． 0 ％ で あ っ た ． 分 離率 の 高 か っ た 菌属 は 好気 性菌 で は

エ戊C わゐd C才肋 s く12 3 株L 5 初動 加 併 用 い7 7 株1 ，
C 叩 乃 g占戊C fg rダ祝 椚 く57 株1 ，

嫌気 惟菌 で は 陥ガわ乃g 放 く7 2

株L 丘最 胤 庖 血 相 く5 射剰 ，

励 c gg 和 Z ぬ く57 鮒 ，
旅夕血C ロビC鋸S く抑 制 で

，
こ れ ら 7 薗属で 全分離 菌株 の 約

70 ％を 占め て お り
，

これ ら が 歯石に お け る 主 常在菌で あ る と す る結果 が得 ら れ た ． 分離同 定 し た7 3 1 株

く好 気 性 菌3 8 6 株
，

嫌 気 性 薗3 4 5 株1 に つ い て ペ ニ シ リ ン G くp e n i cilli n G
，

P C G l ．
ア ン ピ シ リ ン

くa m pi c illi n
，
A B P Cl ，

セ フ ァ ロ リ ジ ン くc e p h al o ridi n e
，

C E R l ，
テ ト ラ サ イ ク リ ン くt e t r a c y cli n e

，

T CI ，
エ リ ス ロ マ イ シ ン くe r y th r o m y ci n

，
E M l ，

ク リ ン ダ マ イ シ ン くCli n d a m y ci n
，
C L D M l ，

ゲ ン タ ミ シ

ン くg e n t a m i ci n
，
G M l ，

ポ リ ミ キ シ ン くp ol y m y x i n
，
P L l の 8 剤 の 抗生物質に 対す る 感受性試験 を 3 濾度

デ ィ ス ク 法 を用い て行 っ た ． 好 気性 菌群 で は90 ％以 上 の 薗株 が ， 嫌 気性 薗群 で は95 ％ 以上 の 菌株 が

C E R
，

T C
，
C L D M に 対 し感受性 を 示 した ． 高頻度検 出好気性 薗 4 株 ， 嫌気性 薗4 株 ， 計 8 株 を用 い て

16 通 りの 組合せ で 家兎の 腹 部 で 皮 内反 応 を行 っ た ． 各々 1 0
8

コ ロ ニ ー 形 成単 位 くc ol o n y f o r mi n g u nit
，

C F U l l m l に 調整 した 培養菌液 を好気性薗 お よ び嫌気性 菌単 独注射の 場合 は 0 ． 2 m l
，
好気性菌 と嫌 気性

菌 の 混合注射の 場合 は 0 ．1 m l ず つ 計 0 ．2 m l を家兎の 腹 部 に 注射 し た と こ ろ
． 菌 の 種類 や 組 合 せ に よ

り ， 局所の 変化 も あ る程度異 な る が
，

い ず れ の 場合に お い て も ， 単独注射 し た場 合よ り も 混合 注射 した

方 が
， 発赤 ， 腫脹 ，

硬紡が 大 き か っ た ． また ， 単独注射 ， 混合注射 い ずれ の場合 も
，
発 赤は2 4 時間 ， 腫

脹 ， 硬結 は4 8 時間 を最大 と し て ， そ の 後 は 消退傾向 を示 した ． さ ら に
，
家兎腹 部の 好気性 菌と 嫌気性菌

の 混合感染部 を摘 出し
，
病 理組 織標本 を作成 した と こ ろ

， 組織学 的に 膿瘍 の 形 成 を認 め ， 病原性が 示 唆

さ れ た ，

K e y w o r d s 歯石 ，
口 腔内感染症

， 抗生物質感受性
，

病原性 ，
T F 培地

歯石と は
，

口 腔内に 露 出 した 歯の 表面 に 沈着 し て い 肉上 歯石 と呼 ば れ て お り ，
こ れ に 対 し て歯内線の 根尖

る 硬い 沈着物で 細菌苔 の 石灰 化の 進 んだ も の で あ り ， 側 に 沈着 して い る も の は ． 歯肉下歯石 と 区別 され て い

一

般的 に は歯頚 部に 沈着 して い る こ とが 多 い ． 歯 肉縁 る
り

． 歯 石 の 歯牙沈着 に つ い て は ， 成人 男 子 で7 0 ％以

よ り上 方 ，
す な わ ち 歯冠部側 へ 沈着 して い る も の は歯 上 t 女子 で は6 0 ％以上 に 認め られ

， 特 に50 代 に お い て

A b b r e vi a ti o n s 二 A B P C
，

a m p i cillin 三 B H I
，
b r ai n h e a rt i nf u si o n 三 C E R

，
C e p h al o rid i n i C F U

，

c o l o n y f o r m i n g u n it ニ C L D M
，

Clin d a m y ci n ニ E M
，

e r y th r o m y ci n ニ G M
， g e n t a m i ci n i P C G

，

p e ni cillin G ニ P L ， p Oly m y x i n ニ T C ， t e t r a C y Cli n e ニ T F
，

T a m ai － F u k u d a i T G C
，
t h i o g l y c oll a t e

m ed i u m w it h o u t in di c a t o r
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は90 ％以 上 に 認め ら れ る
2－

． ま た ， 学童 で も 6
旬 8 歳

で15 ％ ，
9 へ 1 0 歳で33 ％ ，

1 2 旬 14 歳 で4 0 ％以上 に 歯 石

の 沈着 が 認 め ら れ る
3，

． 歯石 の 病 因 的意義 に つ い て

は
，

清掃状態の 悪 い 口腔内で は ， 歯頸部 に 多量の 歯苔

や 歯石が 沈着 し て歯 肉に 慢性炎症 を起 こ した り
．

しば

しば進展 し た辺練性歯周 炎を生ずる こ と は古くか ら臨

床的に 多数 の 人 々 に よ っ て注目 さ れ て い た
巾

． 歯 肉の

炎症か ら の 続発症 と して 歯肉膿瘍 ， 歯性上 顎洞炎 ， 骨

髄炎 ，
蜂簡織 炎等の 口腔 内感染症

，
あ る い は 薗血 症 ，

更に 亜 急性心内膜炎な どが発症 す る こ と を 考え れ ば ，

これ らの 感染症 に お ける 歯石の 第 一 次的病 因的意義 を

明らか に す る こ と は極 めて 重要で あ る ． さ ら に
， 歯石

は歯科 口腔外科領域で 日常臨床に て 頻繁 に 行う 抜歯術

の 際の薗血症の
一 因で あ る と も 考 え ら れ て い る

5 ト 乃

しか し なが ら ， 歯石 中の細菌 に 関 して は形態学的 に は

い く つ か の報告
郎 朝

はみ ら れ る が
， 歯 石 か ら の 菌分 離

に 関す る研究 は ほ と ん ど行わ れ てい な い
．

口腔 内感染症 は
， 従来 は主 と し て 口腔 内に 常在す る

好気性蘭群 に よ る 内国感染症 と解 さ れ て い た ． 近年 t

嫌気培養法 の 発達 に と も な っ て感染症 か ら容 易に 嫌気

性菌が 分離同定 さ れ る よ う に な っ た た め
12l

， 嫌 乳 性薗

感染症が 注目さ れ
，

口腔領域 で も妖気 性菌の 単独感 染

症例 ， ある い は 好気性菌と 嫌乳性菌の 混合感 染症 例 が

数多く報告さ れ る よう に な っ た
13 ト 牒

． さ ら に
． 時 と し

て これ らの 感染症が 重篤 な症状 を呈す る 場合も あ り
，

その 際 の 起因菌 は従来 ， 弱毒菌 また は非病原菌と み な

さ れ て き た 口腔 内常在嫌気性菌 であ る こ とが 判明 し て

きた
略 ト l 別

． それ 故 に 口 腔内感染症
， 菌血 症等と 歯石 の

細菌叢と の関連性 を 口 腔 内感染症の 立場 か ら解明す る

ため
， 歯石 の 細 菌叢 を嫌気性菌 を も含 め て明 ら か に す

る こ と が 必要で あ る ． 歯石は古 く か ら そ の 成 因上
，
層

板構造 をな す た め に
10I

，
嫌気性菌が 多く 潜 ん で い る と

考え られ
，

そ の た め
，
培養時間

，
培 養法 ， 使用 培地 を

注意深く 検討す れ ば
，
嫌気性 薗の 分離頻 度は 大幅 に 増

加す ると 思わ れ る ．

以 上 の 見地 よ り著者 は歯石 の 細菌華 を嫌気性薗 を中

心に 検索 し た ． また
，

口腔内感染症お よ び菌血症 に お

ける有効 な抗生 物質 を明 らか に す る た め
， 分離薗株の

抗生物質感受 性試験 を行 っ た ． さ ら に
， 歯石 か らの 高

頻度検 出菌 に つ い て 家兎 を用 い て そ の 病原性 に つ い て

検討し た ．

対象 お よ び方法

I ． 歯石 よ り の 菌分 離法

1 ． 対 象

主と し て金沢大学 医学部歯科 口 腔外科外来 を訪れ た

患者203 名 く男性 ， 1 1 3 名 こ 女 性 ，
9 0 名1 を対 象 と し

た ． 対象患者 の平均年齢 は
，
44 ．4 歳く17

〆
1 ノ 8 3 歳I で あっ

た ．

2 ． 使 用 培地

カ ル チ ャ
ー ボ トル 用 培地と して 変法チ オ グ リ コ レ ー

ト 培 地 くthi o gl y c o ll a t e m e di u m w ith o u t i n d i c a t o r
，

T G C 培地1 くニ ッ ス イ
， 東 京1 ，

ブ レ イ ン ハ ー

トイ ン

フ ュ
ー ジ ョ ン 培 地 くb r a in h e a rt i n f u si o n m e di u m

，

B H I 培地1 くニ ッ ス イン，
玉 井 一福 田 培 地 くT a m ai T

F u k u d a m ed i u m
，
T F 培地1くニ

ッ ス イ1 ，
G A M 半流動

培地 くG A M 培地1 くニ
ッ ス イI を比較 検討 し た ． カ ル

チ ャ
ー ボ トル は 以 下 の ご と く に 作 製 し た ． 容 量 約

50 m l の ス ク リ ュ
ー

キ ャ ッ プ付 投薬瓶 に 上 述 の 各 々 の

培地 約 30 m l を 入 れ ，
さ ら に 瓶 内部 を 吸 引 ポ ン プ

M I N I － V a C くヤ マ ト精機 ， 東京1 で 陰圧 に し た後 ， 1 1 5

0

C 1 5 分間 高圧 蒸 気滅菌 し た ． 上 述 の 培 地 に 寒 天 を

1 ．5 ％くW ノvl 濃度に な る よう に 加 えた も の を薗 分離 の

た め の 寒天 平板培地と し て使用 した ， な お
，

T F 寒 天

平板培地 お よ び G A M 寒天 平板培地作成 に は
，
さ ら に

綿羊 血液 旧 本 バ イ オ テ ス ト研 究所 ， 東京1 を1 0 ％

くw ノvI 濃度 に 添加 した ．

3 ． 歯石の 採取法

口 腔内の ス プ レ ー 洗浄 を行な い
， 対象歯牙お よ び

，

周 囲歯 肉 粘 膜 を イ ソ ジ ン 液
命

くポ ピ ド ン ヨ
ー

ド ，

1 0 0 m gノm l H 明治製菓 ， 東京I お よび0 ． 4 ％ ヒ ビテ ン プ

ル コ ネ
ー ト液

魯
惟 友製薬 ，

束射 で消 毒し ， 滅菌 ロ
ー

ル ワ ッ テで 防湿 を行な っ た後
．
滅菌ス ケ ー ラ に て歯石

約 100 m g を採取 し
， 使用培地 ご と に 3 m l 注入 し て あ

る滅 菌ノJ l 試管 に 入 れ
，
直ち に 手動式 5 m l ホ モ ゲ ナ イ

ザ ー く池本 理 化 ， 東 京1 で 細粉 懸濁 し た後 ，
そ の 1

m l を各カ ル チ ャ
ー ボ トル に 注入 し た ．

4 ． 菌の 分離 ． 培養法

紙 粉 懸濁液 を直接 ， あ る い は 紙 粉 懸 濁 液 の カ ル

チ ャ
ー ボ トル で の 増菌培養液 を使用寒天 平 板培地 に 塗

抹す る こ と に よ り菌分離 を行 っ た ． 増 薗培養期間 に 関

し て は 2
，

5
，

7 日 間に つ い て比 較検 討し た ． 増菌培

養液 か らの 菌分離 は
，

そ れ ぞ れ の 増菌培養培地 の 寒 天

平板 を用 い てお こ な っ た ． 培養液の それ ぞ れ 1 白金耳

を2 枚 の 寒天 平板 値 径 12 c m l に 塗抹 し
，

1 枚 は37
0

C

で2 4 時間好気培養 ， 1 枚 は48 時間嫌気培養後 ， 性状 が

異な る コ ロ ニ ー

をそ れ ぞれ T F 培地 く15 m l いこ釣 薗植

菌 した ． 3 7
0

C 4 8 時間培 養後 ，
T F 寒天 平板 を用 い て 純

粋 分離株 を得 た ． 嫌気 培養 は
，

G A S P A C K くB B L
，

C o c k e y s v ill e
，
U S A l を 用 い て 行 っ た くG A S P A C K

法卜 直接 塗抹 に お い て も 同様 の方法で行 っ た ．

5 ． 分離菌件 の 同定法
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純粋 分離 菌株 に つ い て
． 好 気性菌 は C o w a n 8 t S t e

－

el
，

s m a n u a1
201

，
嫌気 性薗 は B e r g e y

，

s m a n u a l
21I

に 従

い
， 同定 した ．

I工 ． 抗生 物質感受性 試験

分離薗株 の 薬剤感受性試験 は
．

ト リ デ ィ ス ク
臥 く

栄

研
，
，

く栄研化学 ， 東京1 の 3 濃度 デ ィ ス ク を 用 い て 行 っ

た ． 被験 抗 生物 質 は ペ ニ シ リ ン G くp e ni cilli n G
，

P C G J ，
ア ン ピ シ リ ン くa m pi cilli n

，
A B P Cl ，

セ フ ァ ロ

リ ジ ン くc e ph a r o li di n e
．

C E R l ，
テ ト ラ サ イ ク リ ン

くt e tr a c y cli n e
，

T Cl ，
エ リ ス ロ マ イ シ ン くe r y th r o m y c ，

i n
，

E M l
，

ク リ ン ダマ イ シ ン くcli n d a m y ci n
，
C L D M l

，

ゲ ン タ ミ シ ン くg e n t a m i c i n
，

G M l ， お よ びポ リ ミ キ シ

ン くp ol y m y x i n
，

P L l の 8 剤 を実験 に 倹 した ．

分離菌株の T F 培地 く15 m り 培 養薗液 く好気性 薗 ，

2 4 時間培養液 こ 嫌気 性菌 ．
4 8 時間 培養 液1 く菌数 約

10 ソm lI を実験 に 供 し た ． 培 養薗液 0 ．2 m l を T F 寒天

平板 に 滴下 し ，
コ ン ラ ー ジ棒で 均等 に 塗抹 した 後 ， 各

デ ィ ス ク を平板上 に 置 き ， 好気性菌 は37
0

C ． 2 4 時間 ，

嫌 乳性薗 は37
0

C ． 4 8 時 間培養 した ． 培養後 ， 発育阻止

円の有無 を観察 し
， 高 ． 中 ． 低濃 度 デ ィ ス ク あ る い

は
， 高 ． 中濃度 デ ィ ス ク に お い て

， 発育阻止 円が み ら

れ る場合 を薬剤感受性 と した ．

III ． 動 物実験

1 ． 使 用 動物

日本白色家兎く北陸実験動 物 ，
金沢1 を購 入 後

，
体 調

不 整に よ る実験誤差 をで き るだ け避 け る た め
，

1 週間

教室で 飼育 した 後実験 に 供 した ． こ の 際
，
生後1 レ ー 1 2

週齢 く約 2 k gl の 雄 の 家兎を 実験 に 使用 し た ．

2 ． 薗液の 調整

被験分離薗株 に つ い て は
．
分離 同定後 ， 凍結保存 さ

れ た も の を
，

T F 平板培地で 純培養 薗で あ る こ と を確

認 し た後便用 し た ． 被験菌株 の T F 培地 く中試験管 中

15 m ll 培 養菌液 く好乳 性菌 ， 2 4 時間培養液 二 嫌 気性

薗
，
48 時間培養液1 を実験 に 供 した ． こ の 際，

あ ら か じ

め 平板 希釈法
望1 に よ り菌数 を測定 し て お き ， 実験 に 際

し生理 的食塩水 を用 い 10
8

コ ロ ニ
ー 形 成単 位 くc ol o n y

f o r m i n g u ni t
，

C F U l l m l に 調整 した ．

3 ． 家兎 の 腹 部に お け る皮内反応

家兎の 腹部 を電動 バ リ カ ン T h ri v e a m i n al cli p p e r
，

M o d e1 9 0 0 く大東電気工 業 ， 東京1 を用 い て 剃毛 ．
エ タ

ノ ー ル で 消毒後 ， 好気性 菌ある い は嫌 気性菌単独で は

0 ． 2 m l
， 好気性 薗と 嫌気 性 菌 の混 合 の 場 合 は

， 各 々

0 ． 1 m l ず つ 計 0 ，2 m l を家兎の 皮 内に注射 した ． 注射後

24
，
4 8

，
7 2

，
9 6 お よ び12 0 時間経 過後 の 発赤

，
腫脹

， 硬

結の 反応 の有無 を観 察 し ， そ の 直径 を 計測 し た ． な

お
， 実験 は 2 固練 り 返 した ．

4 ． 病理 標本 の作 成及 び観察

患部 を摘 出後 ，
1 0 ％ ホ ル マ リ ン に て 固定 し

， 標本 を

作成 し
，
常法 抑

に 従 い
，

へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色

を行 っ た後
， 光学顕 微鏡下 に 観察 し た ．

成 練

I ． 歯石 か ら の 菌分 離法 く増菌 ． 菌分 離用 培 地
， 増

菌培養期 間I の 検討

ま ず ， 基礎実験 と し て ， 患者20 名 の 歯石を 用い
， 増

菌 ． 薗分離用 培地 ， 増薗培養期 間に つ い て検 討 した ．

こ の 際 ， 増薗 ． 薗分離用 培地 と し て は T F
，

G A M
．

B H I
，

T G C 培 地 を比較検討 し ， 増菌培 養期 間に 関 し

て は 2
，

5
，

7 日間培養 に つ い て 検討 した ． ま た ， 菌

分離用 培地 へ の 被験 歯石 試料の 直接塗抹 に よる 菌分離

も 試み た ．

被験20 症例 全例に お い て
， 各症例 あた り 3 ヘ ノ 6 菌属

の 薗分離 が認 め ら れ
， 総計92 菌株 が 分 離 さ れ た ． T F

培地 に お け る 分離率 が 最も 高 く
，
8 4 株く91 ． 3 ％1 が 分離

され た ． G A M
，

B H I
，

T G C 培 地 に お け る 分離 株数

く分離率ナ は各 々76 株 く82 ． 6 ％1 ，
6 5 株 く7 0 ． 7 ％1 ，

4 5 株

く48 ． 9 ％1 で あ っ た ．

各培地 に お ける 菌分離率 を増菌培養期 間に つ い て 分

析 し た ． 3 菌属が 分離さ れた 1 症例 に つ い て は T G
，

G A M
，

B H I
，
T G C 培地 い づ れの 培地 で も 2 日 間増菌

T a b l e l ． C o m p a ri s o n of diff e r e n t m e di a f o r th e i s ol a ti o n of b a c t e ri a i n r el a ti o n t o

i n c u b a ti o n p e r i o d o f e n ri c h m e n t c ul t u r e i n 9 c a s e s o f d e n t al c al c u l u s w ith 4

g e n e r a

N u m b e r o f c a s e s w i th 4 g e n e r a i n i n c u b a ti o n p e ri o d くd a yl of
M e di u m

u s e d O
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T a bl e 2 ． R el a ti o n s hi p b e t w e e n t o t al n u m b e r o f b a c t e ri al g e n e r a a n d n u m b e r o f
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培養で 3 薗属が す べ て 同時に 分離 され た ．

4 菌属が 検出さ れ た 9 症例 で は T F 培地 2 日 間増 薗

培養に お ける 分離率が 最も 高く
，

7 症 例で 4 薗属が 同

時に 検出 され ， 残 り 2 症例に お い て も 各々 3 菌属が 分

離さ れ た く表1 1 ． G A M 培地 ．
B H I 培 地 に お い て も 2

日間増薗培養が 最 も 有効 で あ っ た が 分離 率 は 低 く ，

各々 3 症例 ，
1 症例 で 4 薗属が 同時 に 分離 され た に す

ぎな か っ た ． ま た
，

い ずれの 症例 に お い て も ， 直接塗

抹，
7 日 間増薗培養 で は 分離率 は き わ め て低 く ，

い ず

れの 培地 を用 い て も 4 薗属が 同時 に は分離 さ れ なか っ

た ． T G C 培地 で は
，

4 菌属が 同時に 分離 さ れ た 培養

時間はな か っ た ． 5 菌属が 分離 さ れ た 7 症例 で は T F

培地
，
G A M 培地 ，

B H工 培地 い ず れ に お い て も 2 日 間

培養 のみ で
， 各々 3

，
3

，
1 症例 で 5 薗属が 同時に 検

出さ れ た ， ま た
，
T F 培地 2 日 間増菌培糞 に つ い て は

残り 4 症例 中2 症例 で は 各4 薗属が
．

2 症例 で は 各3

薗属が 同時に 分離さ れ た ． T G C 培地 で は い ず れ の 培

養時間で も 5 菌属 が 同時 に 分離 さ れ た こ と は な か っ

た ． 6 薗属が検 出さ れ た 3 症例 に つ い て は T F 培地 で

は2 日間お よ び 5 日間 増菌培養後
，

そ れ ぞれ 2 症例 ，

1 症例 で 6 菌属が 同時 に 分離さ れ ，
2 日間が 最も 有効

で あ っ た ． T F 培地 2 日 間増菌培養 に お け る残 り 1 症

例に お い て は 5 菌属が 分離さ れ た ． ま た ，
G A M 培地

で は 2 日間増菌培養 の み で 1 症例 に 6 薗属が 同時 に 検

出さ れ た ． B H I
，
T G C 培地を 用 い た と き

，
い ずれ の 培

養時間で も 6 菌 属が 同時 に 分 離 さ れ た こ と は な か っ

た ．

以上 の 結果 を ま と め る と T F 培地 ． 2 日間増薗培養

に お け る菌 分離 率 が 最 も 高く 総 分 離 株9 2 株 中8 3 株

く9 臣2 ％I が 分離 さ れ た ．

51
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工工 ． 歯石 か ら の 菌分 離

先 の 実験 成績 か ら
， 歯石 か らの 薗分離 は

，
増菌 ． 菌

分離用 培地と し て T F 培地 を用 い
，

2 日 間増 菌培養 に

つ い て行う こ と と し
，
2 0 3 症例 の 歯 石 を対 象 に 検 索 し

た ．

2 0 3 症例全例 か ら菌 の検 出が認 め ら れ た ． 1 菌 属 の

みが 分離 さ れ た 8 症例 全例
，

2 菌属が 分離 さ れ た26 症

例 中9 例 ，
3 薗 属が 分離さ れ た63 症例中 4 例 ， 計21 例

く1 0 ． 3 ％1 で は好 気性 菌の み が 分離さ れ た く表 2 1 ． 残 り

全て く18 2 例1 は 好 気性 菌 と 嫌気 性 菌 の 混 合症例 で あ

り
，
嫌気性薗の み が 分離さ れ た 症例 は な か っ た ． 歯石

あた りの 分離薗属数 に つ い て は 3 菌 属分離例が63 症例

く3 1 ． 0 ％1 ，
4 薗属分離例が62 症例 く30 ． 5 ％ナで あ り ， 両

者 で全症例 の61 ． 5 ％ を 占め た ． こ れ ら 最 も 頻度 の 高

か っ た 3 薗属 お よ び 4 菌属 分離 例 に つ い て更 に 詳細 に

分析 した ． 3 菌属 分離例 で は好 気性菌 2 菌属 ． 嫌 気性

菌 1 薗属 の症例 が
， 好気性 菌 1 菌属 ． 嫌気性 菌 2 菌属

の 症例 く23 例1 よ り多く ．
3 6 症例で あり

，
3 菌属分離症

例 の く63 症例1 の57 ． 1 ％ を占 めた ． ま た
，
4 菌属分離症

例 に つ い て は好気性薗 ， 嫌気性菌 各々 2 菌属分離例が

最 も 多く49 症 例 で あ り ，
4 菌属 分 離例 く62 症 例1 の

79 ． 0 ％を 占め た ．

III
． 歯石 か ら の 分離 菌属

203 症例 の 歯 石か ら 分離 し た 総 菌株 数 は74 1 株 で あ

り
， 好 気 性 菌3 9 3 株 く5 3 ． 0 ％ナ，

嫌 気 性 菌 3 4 8 株

く47 ． 0 ％1 で あっ た く表 31 ． 好気性薗群 で は グ ラ ム 陽性

樺菌の 分離頻度が 最 も 高 く
，

好 気性 菌群 く3 93 株1 の

52 ． 9 ％ く208 株1 を 占め た ． 次 い で グラ ム 陽 性球 菌が

34 ． 1 ％ く134 株I で あ り
，
両者 で好気 性菌の 87 ． 0 ％を し

め た ． グラ ム 陰性 樺菌及 び 同球 菌の 分離頻度 は低 く ，

T a bl e 4 ．
R el a ti o n s hi p b e t w e e n t o t a l n u m b e r

o f b a c t e ri al g e n e r a a n d i s o l a ti o n f r e q u e n
－

c y of L a ct o b a cill u s i n d e n t a l c al c u l u s

T o t al N u m b e r

n u m b e r o f of N u m b e r く％l o f

b a c t e ri al d e n t al L a c t o b a cill u s
－

g e n e r a c al c ul u s p o siti v e d e n t al

i s ol a t ed c a s e s c al c ul u s c a s e s

1

2

3

4

5

6

7

9

8

6

3

2

7

2

4

1

2

仁
U

6

2

1

1 く12 ． 5う

11 く42 ．3う

43 く68 ． 3つ

40 く64 ． 5つ

21 く77 ． 幻

5 く50 ． 0つ

3 く75 ． の

0 く0 ． の

各 々6 ． 1 ％ く24 株1 ， 3 ． 8 ％く15 株1 に す ぎな か っ た ． 分離

菌株 の 菌属 に つ い て は好気性 菌群 の1 0 ％以 上 を占め た

菌属 は エ戊Cわみ戊ビガ肋 5 くグ ラ ム 陽性 梓菌1 ，
封 明 埴 肌 肌 旭

くグ ラ ム 陽性球 菌1 ，
C o 叩 乃e占戊C ねわび椚 くグ ラ ム 陽 性 梓

菌1 で あ っ た が
，

ム那加 加打 沼加 の分 離率 が特 に 高く
．

1 2 3 株 分離さ れ た ． 後 2 者 に つ い て は各 々7 7 株 ，
5 7 株

が 分離さ れ
．

3 菌属 で好気性 菌群 の65 ． 4 ％を 占め た ．

嫌 気性菌群 に お い て も好気性菌群 と 同様 ，
グラ ム 陽

性 梓菌 ，
グ ラム 陽性 球菌 の 順 で 高頻度 に 分 離さ れ た

が
， 嫌気性菌群 く348 株1 で の 占め る 割合 は低く ， 各々

39 ． 1 ％ く136 株1 ，
2 3 ． 6 ％ く82 株I を占 めた に す ぎなか っ

た ． ま た
，
嫌気 性菌群で は好熱 性菌群 に 比 べ グ ラ ム 陰

性菌 の 占め る割合は 高く
，

グ ラ ム 陰性球 菌， グラ ム 陰

性梓菌 の 割合 は各々20 ． 7 ％く72 株1 ，
1 6 ． 7 ％ く58 株1 で

あ っ た ． 分離菌株 の 薗属 に つ い て は
， 特 に 高い 分離率

を 示 し た菌属 は な か っ た が
， 嫌 乳性菌群 の 10 ％以 上 を

占め た 薗属 は 情誼眈朋 扉由くグ ラ ム 陰性 球菌1 く72 株1 ，

且適 那 加流 用 りグ ラ ム 陽性 梓菌H 59 株L 月加 船 脚 抜 射げ

ラ ム 陰性樺 菌I く57 株I ，
月妙わ C O C C ぴざ げ ラ ム 陽性球 菌1

く50 株ナ，
A c 加 0 刑ツC g ぶ げ ラ ム 陽性 梓菌I く35 株I で あ り ，

こ れ ら 5 菌属で 嫌気性菌群 の78 ． 4 ％を 占め た ．

各歯石か ら の 薗分離 パ タ ー ン に つ い て 分析 した が ，

特徴 あ る菌属の 組合 せ に よ る 分離 パ タ
ー ン は 認め ら れ

な か っ た ． し か しな が ら
，
全体 を通 じて 最 も分離頻度

の 高か っ た エ戌C わゐ戊ビタ肋 s に つ い て は 1 菌属 分離例 で

は そ の 分離頻 度が低 く ， 8 症例中 1 症例 く1 2 ． 5 ％1 で

エ戊C わぁ戊 C才gJ 暗 が 分 離さ れ た に す ぎなか っ た ． こ れ に 反

し て複 数薗属分離例 で は エ戊Cわぁ戊ビゴJ7祝S の 分離頻 度 は

高く
， 特 に 3 菌属以 上 の 分離症例 で は169 症例中112 症

例 く66 ． 3 ％1 か ら ム鋸 血 玩打沼涙 が 分離 され た く表 4 ト

分 離 菌 を 総 合 的 に 分 析 す る と ム 出 離 肌 溺 加
，

S gr 卸 わ c ロC C 祝5 ，
C 叩 乃 e占d C gg rオ祝桝

，
楠gJわ乃gJ 血

，

励 加 血 液 珊
1

励 血 関 城 札 f 妙 血 路 偶 の 7 菌 属 で

66 ． 8 ％を 占め
，

こ れ らが 歯石の 主 常在菌 で あ る と す る

結果 が 得ら れ た ．

1 V ． 抗生 物質感受性 試験

歯石か ら分離 ． 同 定 した7 41 菌株 の う ち
， 好 気性 菌

386 株 ， 嫌気性 菌34 5株
，

計7 3 1株 に つ い て 抗 生物質 8

剤 に 対 し
， 感受 性試 験を 行 っ た く表 51 ．

好気性菌群 で は C E R
，
T C

，
C L D M に 対 し て被験菌

株の9 0 ％以上 が 感受性 で あ っ た ． P L に 対 し て は 感受

性が 極 め て 低く
，
感受性株 は被験薗株 の4 ． 9 ％ に す ぎ

な か っ た ． 検出率 の 高 か っ た エ戊C わぁ戊C宮地 5
，

5 わ郎 わ ．

c o c c 祝ぶ
，

C 叩 職 加 血 液 仰 に つ い て 感受性 分析 を行 っ

た ． エ戊C わゐ戊 Cf 肋 5 は C L D M に 対 し 最 も 感 受性が 高

く ， 被験株12 3株 中121株 く98 ． 4 ％1 が 感受性 であ っ た ．



歯石細菌輩

次 い で C E R
，

T C に 対 し感受 性が 高 く
， 各 々1 1 8 株

く95 ． 9 ％I ，
1 1 5 株 く9 3 ． 5 ％ナ が 感 受 性 で あ っ た ．

5 加 錘 C O C C 祝5 は C E R に 対 し被験77株 全株が 感受性 を

示 し ，
次 い で T C に 対 し75 株 く97 ． 4 ％I が

，
A B P C に

対し74 株 く96 ． 1 ％ンが 感受性 で あ っ た ． C 叩 職 血 沈 加

猫朋 は T C に 対 し最 も商い 感受性を 示 し ， 被験株56 株

中5 5 株 く98 ． 2 ％1 が 感受 性 で あ っ た ． ま た ，
C E R

，

C L D M に 対 し ても 感受性が 高く ， 各 々53 株 く94 ．6 ％ナ，

52 株 く92 ． 9 ％ン が 感受性で あ っ た ．

嫌気性菌 に つ い て は
， 好気性 菌群 と 同様 に C E R

，

T C ，
C L D M に 対 し高い 感受性 を示 し

， 被験株 の95 ％

以 上 が感受性で あ っ た ． ま た
．
P C G

，
A B P C に も9 0 ％

以上の 菌株が 感受性 であ っ た ． しか し
．

なが ら
，
G M に

つ い て は
，
感受性が 低 く

，
3 7 ． 3 ％の 菌株 が 感受 性 で

53

あ っ た に す ぎ な か っ た ． ま た
，

P L に つ い て は 1 株 を

除き 全株 が耐性 で あ っ た ． 検 出率の 高か っ た V gブ肋 省一

g 地
，
且鋸古庄Cね わ裾 別

，
月戊C fe 和才血s

， 瑚 fo c o c c 裾ぶ に つ い て

感受性分析 を行 っ た ． 楠打わ抑留g由 に お い て は
，
7 2 株中

70 株 t9 7 ． 2 ％l が T C に 感 受 性 で あ っ た ． C E R
，

C L D M に は共 に69 株 く95 ． 8 ％1 に 感受 性 を 認 め た ．

E u b a c te ri u m で は58 株 中， C E R ， C L D M に対 し
，
各々

56 株く96 ． 6 ％I ，
また T C に も55 株く94 ． 8 ％1 が 感受 性 で

あ っ た ． B a c te r oid es で は C L D M に 対 し特 に 感受 性が

高 く被験56 株全株 が感受 性で あ っ た ． 次い で C E R に

対 し感受性が 高く53 株 く94 ． 6 ％さ が感 受 性 で あ っ た ．

Eb P to c o c c u s に お い ても C L D M
．
C E R に 対 し

， 特に 感

受性が 高 く ， 各々49 株く9 8 ．0 ％I ，
4 8 株く96 ．0 ％1 が 感受

性 で あ っ た ．
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V ． 家兎腹 部 に お け る 皮内反 応

分離頻度 が 高 か っ た 好気 性菌 4 薗属 ，
エ肌 加商血 ル

祝5
，
S g 7二坤g o c o どC 那

，
C 叩 肋 血 血 涙 刷 れ ぷ 抑 妬 加 抑 制

，

お よ び嫌気性 菌 4 菌属 ，
l存沼わ 矧 眈

，
E 九如灯ねわ止別

，

助 c fe r o才d どぶ
，
f 妙 加 o c c 乙岱 の病原性 に つ い て

，
そ の 培養

薗液 を家兎の 皮 内に 注射す る こ と に よ り検 討 し た く表

6 J ． 各菌株の 培養菌液 く生菌数
，

1 0
8
C F U J

l
m ll O ． 2 m l

を 各々 単独 で 注射 し た場 合 ，
い ず れ の 薗株 に お い て も

注射2 4 時間後 に は注 射部 位 に 発赤
，

腫 脹 が 認 め ら れ

た ． エ戊 C fo占戊C才肋s
．

S fr 坤わ C O C C 祝S
，

1句 沼如 似 侮
．

動 応 狛 如 ね 刑
仁
政 血 細 流毎 に お い て は強 い 発 赤

，
腫脹

が み られ ． そ め拡が りは 直径 5 へ 1 1 m m く2 4 時間後ンに

お よ ん だ ． ま た発 赤 ， 腫 脹は12 0 時間 目 ま で 観察 で き

た ． し か し ，
C o り 乃ど占戊C ね r才祝 椚

，
5 ん砂わノわc ロC C 祝5

，

T a b l e 6 ． S k i n r e a c ti o n i n i n tr a c u t a n e o u s i nj e c ti o n of v a r i o u s b a ct e ri al c ul t u r e s i n t o

th e s k i n of a b d o mi n a l r e gi o n o f r a b b it

D i a m e t e r くm m l of r e d n e s s くs w elli n g1 2 4 h r a f t e r th e i nj e cti o n

A e r o b e

i nJ e C t e d

A n a e r o b e i nj e c t e d t o g e th e r w ith e a c h a e r o b e

N o n e V gfJg o 7 Z ggg 戊 g 捉占仁王e rご三上 m 月a ご土g r oid g J P 押上o c o c c lエゴ

N o n e l O ． 5く9 ． 5う 10 ． 5く1 0 ． の 6 ． 5く6 ． の 3 ． 5く 3 ． 0う

ムd 仁王0 古庄C 地 上J 6 ． 0く5 ． 5つ
n I 1 6 ． 0く15 ． 5う 16 ． 0く15 ． 5う 15 ．0く12 ． 0う 1 0 ． 0く 9 ． 5つ

且 呵 舛 肌 肌 闇 1 1 ． 5く10 ． の 20 ． 0く16 ． 5う 16 ． 5く1 5 ． 5つ 16 ．0く1 5 ． 5つ 1 7 ． 0く16 ． 0う

C 叩 抑 加 血 両 川 2 ． 5く2 ． 5フ 15 ． 0く10 ． 5う 16 ． 0く 9 ． 5う 11 ．0く1 0 ． の 5 ． 5く 5 ． 0う

5 哩 わg o c o c 仁王t J 3 ． 0く2 ． 5つ 15 ． 0く10 ． 5つ 15 ． 0く1 2 ． 5つ 9 ．5く 9 ． の 4 ． 5く 4 ． 0う

T w o t e n t h m l く2 x l O
7

C F U l of e a c h c u lt u r e of a e r o b e o r a n a e r o b e ． o r a m i x t u r e

く2 x l O
7

C F U l o f O ユ m l e a c h of c u lt u r e s of a e r o b e a n d a n a e r o b e w a s i nj e c t e d

i n t r a c u t a n e o u sl y i n t o th e a b d o mi n a l r e gi o n o f r a b bit s ．

al M e a n v a l u e o f t w o e x p e ri rn e n t S ．

Fi g ． 1 ． M a c r
－

O S C O p l C fi n d i n g s o f s k i n r e a c ti o n s 2 4 h r a ft e r i n t r a c u t a n e o u s

i nj e c ti o n o f v a ri o u s b a c t e r i al c ul t u r e s ． T w o t e n th m l o f p h y si o l o gi c al s a li n e

くs ali n el ，
e a C h c u lt u r e o f L a c to b a cill u s o r V eill o n e ll a

，
O r a m i x t u r e o f O －1 m l e a c h

o f c u lt u r e s o f L a ct o b a cill u s a n d V eill o n ell a くL a c t ． ＋ V e り W a S i nj e c t e d

in t r a c u t a n e o u sl y i n t o r a b b it
，

s a b d o m i n al s k i n ．
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P 妙 加 O C C 祝5 で は発 赤
，
腫 脹 は軽度で あり ，

そ の 拡 が り 後 に お い て も わ ずか に み られ た ． これ ら 単独注射 の 場

は直径 2 へ 4 ．
m m く2 4 時間衡 に す ぎ な か っ た ． ま た発 合 ， 好気性菌 ， 節気性菌 とも に 発 赤は注射 後2 4 時間

，

赤 ， 腫脹 は 月妙血 肌 相 即札 C 叩 乃 g占戌ごねわ祝 椚 で は72 時間 腫 脹 は4 8 時間 を最 大と し て 経時 的 に 消退 傾 向 を認 め

後に は完全 に 消退 した が ，
S た砂毎g o c o c c 祝ぶ で は12 0 時間 た ．

F i g ． 2 ． H i s t ol o g l C a l fi n d in g s o f s k i n l e si o n p r o d u c e d 5 d a y s a ft e r th e i nj e c ti o n o f

a m i x t u r e of L a c to b a cill u s a n d l h ill o n e ll a t H e m a t o x yl in e 8 E E o si n s t ai n
，

X 5l ．

A
，

S k i n l nj e c t e d wi th a m i x t u r e of L a cto b a cill u s a n d V eill o n elk 2 I B
，

n O r m al

Sk i n ．
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好気性菌 ，
嫌 気性菌そ れ ぞ れ の 培養歯液 く生菌 数 ，

10
8

C F U l m ll O ． 1 m l ず つ の 混 合菌液く合計 0 ． 2 m ll を注

射 し た時 ，
い ずれ の 組合せ に お い て も単独注射 し た 時

に 比 べ よ り 強 い 発赤 ， 腫 脹 反 応 が み ら れ た 一 特 に

ム 狛 加 肌 弘加 と 1 才々gわ犯 gg 由
，

エ戊 C わぁ戊ビゴgJ 揖 と

加 ゎd C ねわ祝 椚
，

5 わ郎 わ ビO C C 紀ぶ と l句才旭 光g 触 S わ郎 わ ー

c ロビc 裾5 と 助 占戊C Jg アブ鋸 別
，

S わ■

坤 わ C O C C ぴざ と 風7 C ねr ロブd －

g s ，
S かゅ わC O C C 捕 と 物 わ cロビc 捕 の 混合注射で は著 し

く 強 い 皮内反応が み ら れ
，
発 赤， 腫 脹 は 15 m m 以上

く24 時間後 りこ も及 ん だ ． 混合注射 に お い て も発赤 は注

射後24 時間 ，
腫脹 は48 時間 を最大 と し て

， 暫 時消退傾

向を 示 し た ． 硬結 に つ い て は
，

す べ て の注射 部位 に お

い て 触知 す る こ とが で き た ． そ の 大 き さ は C o 叩乃 gムー

戊C ねアブ鋸研
，

S 妙 毎g o c o c c 手広 単独注射 の場 合の み ， 他 に

比 較 し 1
へ 2 m m と や や小 さ か っ た ． 混合注射で は全

例 に お い て 単独注射 よ り 強い 硬 結反応が み られ た ． ま

た 了 粕 眈 職 馳 で は エ戊ごねゐ戊C 肋 s と の混合 注射 に て

一 部 に 潰瘍形成が 認 め られ た く図 い 一

好気性菌 と嫌気 性 薗と の 混合 菌 液注 射 部位 を摘 出

し， 病 理組織学的 に 検討 した 結果 ， 膿瘍形成 が 認め ら

れ た く図 2さ．

考 察

H i p p o c r at e s は歯石の 沈着に よ っ て歯肉 に 炎症 が起

こ る と紀元前 に 指摘 して お り ，
そ の こ と は今 日 に お い

て も不 変的 な事実で あ る
別I

． A ll e n ら
彷－
は19 6 5 年 に 患者

の 口 腔 内よ り採取 し た歯石 を
一

つ は オ
ー

トク レ ー ブ 滅

菌 し
，

も う
一 つ は そ の ま ま そ れ ぞ れ モ ル モ ッ トの 腹腔

内 に 接種 し， 組織学 的に 検索 した ， 滅菌 した 歯石 を接

種 した 場合は ， 肉芽形成 の 異物 反応 を示 す 程度 で あ っ

た が
， 歯石 を その ま ま接種 した 場合 は化膿性炎症 を起

こ し て
，

し ばし ば膿瘍 を形 成 し た と 報 告 し て い る ．

A sb
26，

も 歯石の 沈着の 程度 と歯 肉炎 との 関係 に つ い て

は 明確 な 関連 性 が あ る と 報 告 し て い る ． ま た
，

S ch r o e d e r
抑

は歯石 を電子 顕微鏡 で 観 察 し
， 歯 石 は 円

軌 球状， 梓状 ある い は 糸状 の無 数の 細菌 に よ っ て構

成さ れ て い る と して い る ．

本邦 に お い て は 秋吉
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が 2 3 例 の 青 年 の 剖検 例 か ら

1 83 歯の 歯周組織 に つ い て 組織学的検 索 を 行 い
， 歯 肉

に お け る炎症の 程度 はそ の 部位 に 沈着 し て い る 歯石 の

表面 の性状 と密接 な関係 を有 し て い る こ と を明 らか に

した ， さ ら に
， 歯石 の 表面 に 多数 の細 菌が 増殖 して い

る場 合に は
，
歯 肉に 強 い 炎症が 発生 して い る こ とが 多

く ，
ま た

， 歯石 の表面が 平坦 で
， 細 菌の 増殖が み られ

な い 場合 に は
，
歯肉の 炎症 は

一

般 に 軽度で あ る こ と を

見 い 出 し
，
歯肉炎の 場合 に お け る歯石の 病因的役割 は

そ の 表 面に 増殖 す る 細菌の 感葺如こ よ る と 考え た方が 妥

当で ある と 主 張 し た ．

臨床的 に は歯石 沈着 の 抑制 や 歯石除去が 歯周疾患治

療 に き わ め て効 果的で あ る が
，

こ の こ と は ま た歯周疾

患 に お い て
， 近 年そ の 病因的意義が 注目 され て い る歯

垢 くd e n t al pl a q u el と と も に 歯石が 重要 な役割 を 演 じ

て い る こ と を意味 し て い る ． 歯石 の病 因的意義に つ い

て は ， 歯牙 に 歯石が 沈着 す る こ と に よ り ， 歯牙周囲お

よ び 歯 肉満 の嫌気度 が 高 まり ，
口腔 内嫌 乳性菌が 増殖

し ， 歯 肉に 炎症 を起 こ した り ， 歯肉 に す で に あ る炎症

を さ ら に 増悪 させ た りす る と考 え られ る ． ま た ， 歯周

疾 患の 二 次感染 と も考 え ら れ る 口腔 内炎症性 疾患も 多

数存在 し
，

さ ら に歯科 日常 臨床 で頻繁 に 行わ れ る 抜歯

術の 際 に 起 こ る 菌血 症も 歯石お よ び歯肉の 炎症が その

原因 の
一 つ と 考 え られ て い る

謂 卜 31－
． そ れ 故 ， 歯石 の 細

菌学的検 索は 国民病 と呼 ばれ る歯周疾患 の解明 の
一

端

ば か り で な く ，
口腔 内感染症 に お け る原 因菌 の 追究 ，

ぉ よ び 治療 に 際 し
， 極 め て重 要で ある ． 近年

仁
種々 の

感染症 に つ い て嫌気 性薗の検 索が な さ れ て い るが ，
口

腔内感染症 に お い て も 口 腔 に常在す る嫌気性菌が 大き

な役割 を は た す こ とが 判明 し て き た
糊 l 榊

． 今 臥 著者

は 口腔 内常在菌帯解明の 一 端 と し て歯石 の 臨床細 菌学

的分析 を行い
．
各種 口腔 内感染症 お よ び 菌血症の起 因

菌と な る可 能性 に つ い て検 索 した ． 本研究で は まず
，

歯石か ら の 菌分離法 に つ い て 使用 培地 ， 増菌培養時間

に つ い て検 討 した ． 各症例 よ り採取 し た検体20 症例 の

直接 塗 臥 2
，

5
，

7 日 間増菌培養液 に つ い て種 々 の

培地 くT F
，

G A M
，

T G C
，

B H I 培 卿 で検 討 した 結

果
，
全増薗培 養液 に つ い て の 成績 で は

， 菌分離率 は異

な るが ， 全培 地 に お い て 全 症例 か ら 菌 の 検 出 を認 め

た ． 特 に
，
T F 培地 に お い て は91 ■ 3 ％

，
G A M 培地 で は

82 ． 6 ％の 高い 菌分離率 を認 め た ， こ れ ら を増 菌培 養時

間の 点か らみ る と
，

T F 培地 ，
G A M 培地 と も に 2 日

目の 分離率が 高 く ， そ れ ぞ れ90 ■ 2 ％
，
8 1 ． 7 ％ で あ っ た

が
，

5 日目 ，
7 日 目 に な る に 従 っ て 分離 率 は 低下 し

た ． 直接 塗抹 に お い て は
，
全培地 と も に 著 し く菌検出

率が 低 か っ た ． また ， 予備実験 に お い て
，
1 0

，
1 4 日間

増 菌培養 を行 っ たが
，
全 く薗 の 分離 が み られ な い 場合

が あ り
，
本実験 で は行 わ な か っ た ．

以 上 の 基礎 実験 結果に 基ずき
，
2 0 3 名 を 対 象と し て

歯石 を採取 し ，
T F 培 地 を 増 菌 ． 菌 分 離用 培地 に 用

い
．

増菌培養期間 を 2 日間 と し て薗 の 分離 を試 み た ．

2 0 3 症例全例 よ り ， 菌分離 を認 め た ． 好 気性 菌 の み の

単独 分離例が21 例 に す ぎず
，
他 の18 2 症 例 は好 気性 菌

と 嫌気性薗 と の混合 分離例 で あ り ，
ほ と ん どの 歯石に

嫌気性薗が 常在 菌と して 存在 す る こ と が わ か っ た ． 全
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分離 菌株 く7 4 1 酎 の 中 で 嫌 気 性 菌 の 占 め る 割 合 は

47 ． 0 ％く348 株ン で あ っ た ． 他 に 歯石よ り嫌気性菌 の 分

離を行 っ た 報告が な い た め比 較 は 出来 な い が
，

口 腔内

の 他の 部位で の 常在菌 を分離 した報告 に お け る嫌気性

菌の分離状態 を比較す る と
，
唾 乳 乳 歯垢 ， 歯 肉滞

では分離菌の30 ル 5 0 ％前後 掛 卸
の割合 で 嫌気性菌 の検

出が な さ れ てお り ， 歯石 に は 口 腔 内の 各部位 の 中で も

嫌気性菌 が高 い 頻度 で存在す る と 考 え られ た 一 歯石の

細菌叢を ，
グ ラ ム 陽性 ． 陰 胤 梓菌 ． 球菌 ， 好気性薗

く個性好 気性菌
，
通性嫌気性 菌を 含むい 嫌気性薗の 観

点か ら
，

口腔 内の他 の部位 と比較す る と
， 歯石で は 好

気性 グラム 陽性 梓菌 く28 ．1 ％ナ， 好気性 グ ラ ム 陽性球菌

く18 ．1 ％1 ， 嫌気 性グ ラ ム 陽性樺菌く17 ．9 ％1 が 多く
，
歯

垢の 細菌単 に 比較的類似 し て い た が
抑

， 歯垢 に 比 べ

好気性 グラム 陽性球菌の 占め る割合 は低 か っ た 一 歯石

中の好気性薗 に 関 し て は グラ ム 陽性 梓菌が 最優 勢と報

告
濾，

さ れ て い るが
， 著者 の 成績で も 同様 な傾向が み ら

れた ． 今 回， 歯石か ら の 分離薗属に つ い て は好気性 薗

群 で は エ戊Cわぁ仔Cオgg 描 く1 6 ． 6 ％I ，
ぶわ郎わ C O C C 描

く10 ． 4 ％1 ，
C のツ乃 gゐ戊ごねrf祝 桝 く7 ． 7 ％1 ， 嫌気 性 菌群 で は

仇溺 加 矧 勉 く9 ． 7 ％I ，
励 血 c ね r言祝研 く8 ． 0 ％1 ，

励 c ねr of d ．

g ぶく7 ． 7 ％I ， 物 加 o c c 描 く6 ． 1 ％1 が 多く分離 され た ． こ

れ らの 菌属は 歯肉膿 瘍 ， 歯周病 ． 歯性上 顎 洞 炎
，
頼部

蜂窟織炎
，
骨髄 炎， 抜歯後 お よ び 口腔 外科手術後 の菌

血症 に お い て も 高 頻 度 に 検 出 さ れ て い る 薗 で あ

り
謂 卜 偵，

，
口 腔 内常在 菌と し て の歯石 の 細菌 が こ れ ら の

感染症 に 関与 し て い る可能性が 示 唆さ れ た ． 即 ち
， 抜

歯操作 に よ る歯 肉の 損傷 お よび 抜歯後感染 ， 外傷 ， 骨

折 ，
口 腔痛

，
白血病

，
悪 性 リ ン パ 腫 ， 放射線照射 ， 免

疫抑制 剤，
ス テ ロ イ ド剤 の 長期連続投与 な ど に よ り抵

抗 力が 低下 し た 宿 主 く易感 染性宿 主
，

C O m p r O m i s e d

h o stン で は
，
歯石

，
歯垢等 に 含 まれ る 口 腔 内常在 菌が

感染 を誘発 し く日和 見 感染1 ， 急性炎症 が成立 して い く

と考 え られ る ．

今 回行 っ た 歯石の 臨床細菌学的分析 に お い て 特 定し

た菌属存在 パ タ ー ン が み られ な か っ た の は 口 腔内細 菌

草が
一

定不変の もの で な く
， 歯牙 の 萌出や 喪失 ， 義歯

の 装 着， 年齢 ， 食物 ，
口 腔清掃状態 な どの 因子 に よ り

変化す る た め変動 し
，

さ ら に う 蝕 ，
お よ び歯周 疾患の

有無に よ っ て 口腔 内細 菌章が 変化す る こ と に よる も の

と考 えら れ た ．

感染症 の 治療 に お い て は
，
抗生剤 の 投与 は最 も有力

な手段で あ り ， 治療 に 際 して は起 因菌に 感受 性を 示 す

抗生剤 を投与す る こ と は早期に 病状 を綬快さ せ る の に

役立 つ ． また
， 有病者お よ び 高齢者 に 抜歯お よ び 歯石

除去 な ど を行う際 に は薗血症が 必発 と考 え対処 しな け
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れ ば な ら な い ． その 予防に は抗生物質を投与す る こ と

は重 要な こ と で ある ． そ れ 故 ， 著者 は歯石よ り 分離 し

た好気性薗386 株 ， 嫌5計性菌345 株 に つ い て 8 剤くP C G
，

A B P C
，
C E R

，
T C

，
E M

，
C L D M

，
G M

，
P U に対 し

感受性試験 を施行 し た ．

好気性菌 で は C E R
，
T C

，
C L D M に 対 し90 ％以 上 の

菌株 が 感受 性 を示 し
，
嫌 気性薗 で は

， 特 に C E R
，

T C
，

C L D M に 対 し高い 感受性 を示 し ，
9 5 ％以 上 の 薗

株が 感受性 を示 した ． こ れ らの 成績は他 の 口 腔 内炎症

疾患 お よ び抜歯後菌血症 ，
口腔外科手術後薗血症 に お

け る 分離菌株 で の 成績
瑚 一 咄

と類似 して い た ． 歯科的処

置に 続発 す る 菌血 症や 心 内膜 炎の予 防と して
，
米国

47I

で は
，

P C G な い し
，

こ れ と ス ト レ プ ト マ イ シ ン

くs t r e pt o m y ci nl の 併用 を推 め
，
英国

481
で は ， ア モ キ ン

リ ン くa m o x i cilli nl と ゲ ン タ ミ シ ン の 併用 を推 奨 し て

い るが
，

こ れ ら は主と し て原色連鎖球 菌を対象 と し た

も の で あ る ． 臨床的に は抜歯術 の際の 薗血 症
瑚

， あ る

い は 東 急性心 内膜炎
4 9I

か らは 助 cオg r ロブ滋s を は じ め と

して 多種 の 嫌気性菌種が 分離さ れ てい る ． そ れ故 ． 歯

科的処置に 続発 す る菌血症や 心 内膜炎の 予 防に は緑 色

連鎖球菌を対 象と し て考 える の は不十分で あ り
，

口腔

内常在菌を も 考え る べ きと 思わ れ る ． 上 述の 如く 本研

究に お い て
，
C E R

，
T C

，
C L D M は 口 腔内 に 常在す る

好気性菌及び 嫌気性菌 に 対 し極 めて有効 で あ る こ と が

示 され たが
．

こ れ ら の 薬剤 は歯科的処置 に 続発す る 菌

血症
，

亜 急性心内膜炎予 防の た め ， ある い は 口 腔内感

染症治療の 第 1 次選択剤と し て有効 で ある と考 え られ

る ．

日常 臨床上 ， 歯 石 を除去 す る こ と に よ っ て歯 肉の 炎

症が 消失す る こ と は し ば しば 経験す る ． こ の 事 実に 関

し明解な解 釈は 現在な され て い な い
． 歯石 の 刺激に よ

り炎症反 応が起 き る こ と は当然考え られ る が
，
歯石 中

の 細菌 に よ る 感染も ま た重 要 な意味 を持 つ も の と考 え

られ て い る ． そ こ で 本研究 で は高頻度 に 検出 さ れた 薗

株 の 病原性 を皮内反応 に よ っ て 検討 した ． 嫌気性薗感

染症実験 モ デ ル に お い て は ， 元 来嫌気性菌 が病 原性 が

少な い た め
，

ム チ ン
，
塩化 カ ル シ ウム 等 を添加 して い

る場合 が 多い ． 本実験で は 原則 と し て な る べ く 自然の

人体 に 近 い 状態 で の 感染モ デ ル を考 え ，
ム チ ン

，
塩 化

カ ル シ ウ ム 等 の 添加 は 行 わ ず に 家 兎 の 腹 部 に 1 0
7

C F U の 菌 数 を含 む培養菌液の み を皮内 注射 す る こ と

に よ っ て
，
高検 出薗で あ る好気性菌4 株 ，

嫌気性菌 4

株の 病 原性 を検 討し た ． その 結果， 単独注射 ，
混合注

射い ずれ の 場合に お い て も ， 発赤 ． 腫脹 が認 め られ た

が ， 発赤は24 時間， 腰脹 は48 時間 を最大と し て
，

そ の

後 は消退傾 向 を示 した ． 好気性菌 ， 嫌気性 菌単 独注射
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の 場 合と ， 混 合注射 した場合 と を 比 較す る と
， 混合注

射 し た場合 が発 赤 ． 腫脹 が大 で あ り
，

現 在嫌気性菌感

染症 に 関 す る発症論 で 注 目さ れ て い る 二 相性感染論
即－

を 支持 す る も の で あ っ た ． 特 に ， 歯石 よ りの 分 離菌 の

中 で も 優 勢 に 分 離 さ れ た 嫌 気 性 薗
，

l々行わ抑痛k

血路 紺 如 南 朝 と好乳 性菌 ，
エ戊C わゐ戊C宮地 s

．
S わ

ノ

勿 わ c o c c一

雄S そ れ ぞ れ に よ る混 合 注射 で は 炎症 反 応が 強 く み ら

れ た こ と は 注目 さ れ る ． ま た ， 最も 高頻度 に 検 出さ れ

た lみ沼如 矧 放 と ム飢 油沌仇正撒邦 の 混合注射 で は 潰瘍 の

形成 が認 め ら れ た が
，

ヒ トに お い て も こ の 2 薗種 が 同

時に 感染し た場 合 ， 強い 炎症 反 応が 現 れ る可能 性が あ

る ． V ど7gわ柁g7 ぬ は口 腔内感染症に お い て好気性 薗と の

混 合感染で しば し ば 検 出 さ れ る 薗種 で あ り ， 歯 肉膿

瘍
，
上顎洞炎 の 主 因菌

18－1別
と も考 え ら れ て い る ． 本研 究

で は 局所の 炎症 性変化に つ い て病理 組織学 的に も 検討

した が
ト
膿瘍の 形成が み られ た に す ぎな か っ た ． 今回

の 実験 に お い て は
， 検出薗の 病原性 に 関与す る 諸因子

く毒素
， 酵素等I

51 ト 糾，
に つ い て の 検討 は 行わ れ て い な い

が ， 上 述の 如く i n vi v o の 実験か ら 炎症 と 判断 し得る

発赤 ， 腫脹は 認 め られ た こ と に よ り
，

こ れ ら の 菌 は弱

い なが らも 病原性 を有 し てい る と考 え ら れ た ．

今後 日本 に お い て は
，

い ま まで に 考 えら れ な い 高齢

者社会 をむ か え よう と し てい る 中で
，

抗癌剤
，

ス テ ロ

イ ド
，
免疫抑制剤の 長期適用 者等 の 易感染性宿主 は増

加す る
一 方 で あ り

，
現 在 に お い て も 口 腔 内 常在 菌 に

よ っ て 起 こ る敗血症
，
肺化膿症

，
肺 膿瘍 ， 脳膿瘍 ，

急

性唾液腺炎等 は よ く知 られ て い る が ， 今後 ます ま す増

加 し て く る と考 え られ る ． ま た ， 血 液疾患の 治療等 に

お い て は無菌病室 ， 無菌食 ， 消化 管の 無菌化す る こ と

に よ っ て 感染 を防御 して い る が
， 敗血 症が 生 じ る こ と

が ある ． この 際 の薗の 侵入 門戸 と して は
，

口 腔が 考 え

られ て お り ，
口 腔 内感染症 が 重 要視 さ れ は じ め て い

る
騒I

． さ ら に 今後 行わ れ る で あ ろう 心 臓移植 ， 肝臓 移

植等 に つ い て も ，
口腔内感染症 を 無視す る な ら ば ， 歯

肉のわ ずか な炎症が 原因 と な り ， 菌血症か ら敗血症 に

至 り ， 不幸 な結果 を生 む で あ ろ う
弱I

． 本研 究 で は 歯石

に は各種の 好気性薗 ， 嫌気性 菌が 存在 し て お り ， ま た

そ れ ら は炎症 の 惹起 能 を 有 す る こ と を 明 ら か に し た

が
，

こ の よう な 口 腔 内細菌叢 の温 床 で あ る歯石 を 除去

す る こ と は
， 上 述 の 日和見感 染と して の

，
口 腔 内感 染

症 予防の 見地 か ら鑑 み重 要な こ と と思 われ る ．

結 論

歯石 の 細菌草 に つ い て 口 腔 内感染 症の 解明の 観点か

ら ， 嫌気性菌 を 中心 に 検討 し た ， また ， 高頻 度分離菌

株 を用 い て
，
家兎 の 腹部 で皮 内反応 を行い

，
以下 の 結

果 を得 た ．

1 ． 歯石20 症例 を 用 い て 各種増薗 ． 菌分 離用 培地
，

お よ び 増薗 培 養時 間 を検 討 し た 結果 ，
T F 培地 を 用

い
， 増菌培養 期間を 2 日間と した と き

， 最も 多数の 菌

株 く83 株I が 分離さ れ た ．

2 ． 歯石2 0 3 症例 に つ い て T F 培地 を用 い
， 増 菌培

養時間 を 2 日 間と して 歯石 中の 細菌 を検索 し た結果 ，

好気性 薗単独 分離症例21 例
，
残 り の18 2 症例 が 好 気性

菌と嫌 気性菌の 混合分 離症例 で あ り
，
嫌気性 菌の 単独

分離症例 は な か っ た ．

3 ． 歯石20 3 症例 よ り分離 同定 し た 菌 株 は 好気 性菌

393 株 ， 嫌気性菌348 株 で
， 嫌 気性 薗 比 率 は4て ． 0 ％ で

あ っ た ． 分離 率 の 高 か っ た 菌 属 は 好 気性 薗 で は
，

エd C わぁ戊Cブ7g祝S く12 3 株 ．
16 ．6 ％1 ，

勤 噸 血 肌
－

C 鋸ぶく77 株 ，

10 ． 4 ％I ，
C 叩 抑 池 沼 涙 加 両 57 株 ，

7 ． 7 ％1 ．
S 如J わ血

－

．

O C C 描 く34 株 ，
4 ． 4 ％I ， 嫌 気性 薗で は

，
V 誠鮎 鋸 張 り72

株 ．
9 ． 7 ％1 ，

麒撼 以 血 ね 珊 侶 5 9 株 ．
8 ． 0 ％I ，

劫 ぐね r o7d －

どぶく57 株 ，
7 ． 7 ％L 月砂 如 肌 用 両 50 株 ，

6 ，7 ％1 で
，

こ れ

らが 歯石 に お け る 主 常在菌で あ る と す る結果が 得ら れ

た ．

4 ． 分離 同定し た731 株 く好気性菌386 株 ， 嫌気性 菌

345 株1 の 抗生物質感受 性 試験く8 剤I の 結果 ， 好気性薗

株 の90 ％以 上 お よ び 嫌気性菌株の 95 ％以 上 が C E R
，

T C
，

C L D M に 対 し感受 性を 示 した ．

5 ． 高頻 度分離薗株 く好気性菌 ， 嫌気性薗 各 々 4 南

棟1 に つ い て 家兎の 腹部 を用 い て
， 皮内反応 を行 っ た

と こ ろ
， 発赤 は注射後24 時間 卜 腫脹 は4 8 時間を 貴大 と

し て発 現 し
，

そ の 後 ， 消 退傾 向 を 示 す こ と が 分か っ

た ． ま た
， 好気性菌 と嫌気性 菌の 混 合注射 の 場 合の 方

が
，
好気性薗 ，

嫌気性薗単独 注射 の 場 合よ り 炎症反応

が著 しく 強か っ た ．

6 ． 家兎 の 腹部 に お け る好 気性 菌と 嫌気性菌の 混 合

感染部 を摘出 し
，
病理 組 織学 的に 検 討 した と こ ろ ， 膿

瘍の 形成が み ら れ た ．
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